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Японский язык
「堕ちた令嬢～もう道は踏み外さない～」
ベキオ

その部屋のあまりに懐かしい匂いに驚き、エリザベスは寝台から飛び起きた。
白で統一された愛らしくも質のいい家具、キャビネットの上ののガラスの動物たち、曇り一つなく磨かれた窓からは庭のの木がのぞく。ガラス張りの扉から続くバルコニーの手すりをリスが走る。
「……なんで、昔の私の部屋にいるの？とうとう病原菌が脳を侵食しはじめたのかし ら？これは幻覚？ それにしてはあまりにも鮮明だわ」
エリザベスは己の頬を抓 (つね)った。すべすべした柔らかい頬に驚く。朽ちた鼻も皮疹 (ひしん)もな い。すぐに鏡台の前に立った。
「なんてことなの。子どもに……」
おおよそ五歳といったところか。腰まである真っ直ぐな白銀の髪、アメジスト色の大きな双眸 (そうぼう)、陶器のような肌に薔薇 (ばら)色の頬。
まったく事態が把握できない。
エリザベスは二十三歳で路上で客を取り身を売って糊口 (ここう)を凌 (しの)いでいた。病気が進行して 客が取れなくなり、昨夜とうとう路上に倒れたのだ。
「どういうことよ。やっと死ねると思ったのに……」
エリザベスは全身の力が抜け床に座り込んだ。柔らかく高品質のラグは昨日まで暮らした部屋の冷たい床とは違う。何もかもが昨日までとは違う。
しばらく呆然 (ぼうぜん)としていたが、メイドがドアをノックして部屋に入ってきた。
「お嬢様、お目党めになりましたか？ お昼寝しすぎますと夜眠れなくなります。どうぞ 起きてくださいませ」
低い位置に団子にした茶色の髪に、丸顔で愛らしい茶色の目にソバカスをのせた鼻。最後に見た時より若い、メイドのメアリがそこにいた。
エリザベスはメアリを見て胸に苦いものが込み上げた。メアリは邸 (やしき)の料理人と結婚す るはずだった。幸せな花嫁になるはずだった。
―私はこの優しいメイドを複数の暴漢に襲わせ、身体だけでなく心までボロボロにしたのだ。私のお気に入りの白磁のカップを割ったというだけの理由で。もちろん、割った時点で罰は与えた。頰を扇 (おうぎ)で張り、床に倒して靴でメアリを踏みつけた。更に部屋付メイドから下働きに落とすという処分を下したが気が収まらなかった。どうしても許せず、汚い男たちに嬲 (なぶ)りものにさせたのだ。
その後、彼女は首を吊り自殺した。その報告を受けてエリザベスはようやく溜飲を下 げたのだった。
「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、メアリ、本当にごめんなさい」

